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教育と療育を繋ぐ、放課後等ディ･児童発達支援
～くらしの力を育てる療育～

湧気自然塾だより NO73
勝田郡奈義町荒内西1050-7 R.8.2、21
TEL 0868-20-1755 FAX 0868-20-1766

「とんど焼き」で文化伝承の学び

すべての子ども達に豊かな育みを！！

子ども達の抱える様々な課題に挑戦しています

発達障害、不登校傾向、学力不振、コミュニケ―

ション力の育成等々・・。ご相談ください。

ブドウ作りには１年を通していろいろな作業があり
ます。冬から春にかけてこの時期には、ブドウの木の
皮むきが大切な作業になります。

ブドウの木は成長すると、幹の表面が老化してささ
くれ状になります。このささくれた部分が、害虫の隠
れ家や病原菌の温床となるため、皮を剥がすことで、
害を防ごうとしています。

利用者の皆さんは、小鎌を使って皮をていねいにむ
いていきました。刃の先が入りにくい部分もありまし
たが、根気よく作業を続けていくと、若々しくきれい
な幹がよみがえり、元気な芽が育つことが期待できま
す。

ブドウの木の皮むきをしています

今年も、とんどができました。とんどは日本古来の風習で「左義長」とも言われ各地で行わ
れています。とんどはたき火を伴います。いつもお世話になっている講師の方から、とんど焼
きの云われやたき火の仕方、火が燃える仕組みについてお話を聞きみんなで協力してたき火を
しました。当日は晴天に恵まれ、皆木地区の中山田の畑で、楽しい時間を過ごしました。火は
人間にとって無くてはならない大切な物、そして、恐ろしい物でもあることを知ることも大事
な学習です。とんどのたき火で正月のお飾りを燃やし、神様への感謝を表しお餅やさつま芋を
焼いて食べて楽しみました。今年一年の無事や健康を祈る等、とんどと、たき火の体験から多
くのことを学ぶことができました。できた炭を、おでこにつけてもらうと風邪をひかないとい
うこともありますね。

青竹でお餅を焼きます講師の先生からの説明 アルミホイルで焼き芋

就労継続支援B型事業所より
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奈義町傑作展に出品しました！

《3月エンジョイタイムスケジュール・昼食献立》

３月７日（土） ３月１４日（土） ３月２１日（土） ３月２８日（土）
木で遊ぼう（春さがし） 歌・リズム遊び 習 字 読み聞かせ

※子ども達にいろんな体験とお楽しみを準備しています。通常のご利用以外に、1 日（あるいは､
その時間だけでも）、参加をご希望の方は、あらかじめご連絡をください。

【ご連絡】① ３月の土曜日（７日・１４日・２１日）はお弁当をお願いします。春休みは、
塾で調理をしますので弁当は必要ありません。春休みのメニューは来月お知らせします。

② 本塾が行っている「児童発達支援・放課後等デイサービス」への評価をお願いし
ます。お渡しする「評価書」にご記入くださり、塾へお届けください。

③来年度の那岐登山は４月２５日（土曜日）を予定しています。

２月３日から８日まで、奈義町文化センターで「奈義町傑
作展」が開催されました。会場には、奈義町の各地区や施設
からたくさんの作品が出品され、とても賑わいました。

本塾も、今年の干支である「馬」の絵、手作り和凧、鬼の
絵を出品しました。１階ロビーに大きく展示されました。馬
の干支作品はみんなで作った共同作品です。和凧は一人一人
の個性が光る作品でした。普段のがんばりを見ていただきと
ても良かったです。ご指導くださった皆様、本当にありがと
うございました。また、ご感想をお聞かせください。

調理は生きるための「総合力」の学習です

子ども達が生きる力を身につけるために、塾では長期休業中や土曜日を中心に昼食の調理体験
を実施しています。その中で一生懸命決められた仕事をする中で、無意識のうちに「総合力」を
使って色々な力を身につけています。１つ目は集中力。材料を切ったり混ぜたり測ったり集中し
なければ作業はできません。することがはっきりしているため作業に没頭し集中力を身につける
ことに適しています。２つ目は数学を使うということです。人数に合わせてお皿を出したり、食
材の分量を正確に測ったり、完成品を意識した形作りで丸や四角の図形を作ったり学校で学んで
いることが実践されます。３つ目は小さな失敗をすることも学び、次はどうすれば良いかと考え
られる前向きな姿勢が育てられることです。書き切れませんが他にもまだまだたくさん有ります。
今は、家で作ってもらっている料理ですが、やがて自分でしなければならない時がくるかもしれ
ませんね。

職員の「研修」も大事にしています

子ども達に適切な指導・支援を求めて、職員の研修を大事にしていま
す。一人一人の支援のあり方は勿論、療育教育についての様々な法律・
規則、年々の変更点等、常に研修で確認していく必要があります。また、
苦手さや支援のあり方は、みんなで多角的に意見を出し合い、共通理解
していくことでより効果があり成果も生まれます。都合で全員がそろわ
ない時には、資料を配布しみんなで確認しながら日々がんばっています。


